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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

選
挙
は
、
自
民
党
が
圧
勝
、
改
憲

勢
力
の
維
新
も
倍
増
、
立
憲
民
主

党
は
全
国
比
例
区
で
維
新
を
下
回

り
、
共
産
党
も
得
票
数
を
大
幅
に

減
ら
し
ま
し
た
。

　

参
院
選
の
結
果
、改
憲
勢
力
（
自

民
・
公
明
・
維
新
・
国
民
等
）
は

衆
参
両
院
の
３
分
の
２
以
上
を
占

め
、
改
憲
発
議
が
現
実
味
を
帯
び

る
事
態
に
至
り
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
は
６
ヶ
月
目
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
侵
略
に
よ
り
日
本
で
は
「
敵

国
が
攻
め
て
く
る
」
と
い
う
不
安

が
煽
ら
れ
、
軍
事
力
増
強
が
必
要

と
い
う
世
論
は
急
速
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
危
険
な
徴
候
で
す
。

を
私
物
化
し
ま

し
た
。
政
治
犯

罪
者
と
い
う
べ

き
安
倍
の
礼
賛

と
『
国
葬
』
強

行
は
、
自
由
と

民
主
主
義
弾
圧

の
出
発
点
に
な

オトギリソウ（八方尾根にて）

改
憲
・
軍
拡
路
線
阻
止
へ

９
月
12
日
に
秋
の
学
習
交
流
会

２０２２秋の学習会
● 日　時　 ９月１２日（月）
　　　　　　午後 1 時 15 分開会
● 場　所　 清掃会館地下ホール
● テーマ　 改憲・軍拡路線阻止へ（仮題）
　　　　　  講師：勝島一博 さん
　　　　　　　　　　　 （平和フォーラム共同代表）
● 交流会費　 500 円
　　　 ※午後３時（学習会終了後）より交流会

　

参
院
選
最
終
盤
の
７
月
８
日
、

『
統
一
教
会
』
の
広
告
塔
と
み
な

さ
れ
た
安
倍
元
首
相
が
銃
で
殺
害

さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
政
権
は
安
倍
の
『
国
葬
』

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
が
、『
国

葬
』
そ
の
も
の
が
、
戦
後
民
主
主

義
に
反
し
憲
法
違
反
で
す
。

　

安
倍
は
、
国
会
を
軽
視
し
て
立

憲
主
義
を
毀
損
、
排
外
主
義
と
差

別
意
識
を
ま
き
散
ら
し
て
人
権
と

民
主
主
義
を
空
洞
化
さ
せ
、
貧
困

と
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
だ
け
で
な

く
、
モ
リ
カ
ケ
サ
ク
ラ
な
ど
権
力

（注）コロナが抜本的に沈静化しない限り、清掃会館地下
　ホールでは飲食を伴う交流会（懇親会）を実施しません。

改
憲
発
議
が
現
実
味
を

軍
拡
必
要
論
が
急
速
に
伸
長

安
倍
の
国
葬
は
許
せ
な
い

闘
い
の
再
構
築
へ
向
け
て

り
か
ね
な
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

当
面
す
る
大
き
な
課
題
は
、
安

倍
国
葬
反
対
、
改
憲
発
議
阻
止
、

軍
拡
反
対
の
闘
い
で
す
。
こ
れ
ら

に
焦
点
を
あ
て
た
学
習
会
を
設
定

し
ま
し
た
。
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

仲
間
も
さ
そ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
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７
月
13
日
に
、
定
期
総
会
後
初

め
て
の
幹
事
会
と
専
門
部
会
を
開

催
し
、
秋
の
行
事
の
実
施
内
容
と

専
門
部
配
置
等
機
関
手
続
き
の
整

備
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

気
ま
ま
に
三
浦
・
三
崎
め
ぐ
り

　

ま
ぐ
ろ
満
喫
ツ
ア
ー
実
施

　

秋
の
行
事
第
一
弾
は
９
月
12
日

の
学
習
交
流
会
で
す
。
開
催
内
容

等
は
１
面
記
載
の
と
お
り
で
す
。

楽
し
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
の
ツ
ア
ー
で
す
。

　
『
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ
ぷ
』
に

は
、
①
往
復
の
電
車
、
現
地
バ
ス

フ
リ
ー
乗
車
券
、
②
ま
ぐ
ろ
ま
ん

ぷ
く
券
、
③
三
浦
・
三
崎
お
も
ひ

で
券
が
つ
い
て
い
ま
す
。「
き
っ
ぷ
」

は
各
自
で
購
入
（
ス
マ
ホ
が
あ
る

方
は『
デ
ジ
タ
ル
き
っ
ぷ
』が
お
得
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
参
加

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
ど
ん
な
ツ
ア
ー
に
な
る

の
や
ら
。
参
加
募
集
は
９
月
で
す
。

　

新
宿
御
苑
菊
花
壇
と
富
士
登
山

　

藤
井
五
冠
の
勝
負
メ
シ

　

秋
の
行
事
第
３
弾
は
、
て
ん
こ

盛
り
。
皇
室
由
来
の
新
宿
御
苑
菊

花
壇
を
め
ぐ
り
、
将
棋
塚
が
あ
る

鳩
森
神
社
千
駄
ヶ
谷
富
士
登
山
、

時
間
が
あ
れ
ば
将
棋
会
館
（
近
々

建
替
え
予
定
）
を
の
ぞ
き
、
〆
は

将
棋
会
館
御
用
達
藤
井
五
冠
の
勝

負
メ
シ
を
ラ
ン
チ
で
。

　

参
加
費
は
千
円
の
予
定
で
す
。

　

参
加
募
集
は
10
月
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
部
配
置
と
三
役
会
議
・

　

企
画
会
議
構
成
員
な
ど
を
確
認

　

定
期
総
会
後
初
の
幹
事
会
な
の

　

来
年
、
再
建
15
周
年

　

記
念
事
業
実
施
の
検
討
を
開
始

　

退
職
者
会
は
来
年
４
月
に
再
建

15
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

大
規
模
な
記
念
事
業
は
10
年
ご

と
を
予
定
し
、
現
在
20
周
年
へ
向

け
て
資
金
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

　

中
間
の
記
念
事
業
を
ど
う
す
る

か
、
幹
事
会
で
検
討
を
始
め
ま
し

た
。５
周
年
で
は「
機
関
紙
総
集
編
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
10
周
年
で
も

発
行
し
て
お
り
、
15
周
年
で
も
ど

う
か
な
ど
の
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

　

極
力
お
金
を
か
け
な
い
こ
と
が

大
前
提
で
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
帰
り
親
睦
旅
行
「
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ
ぷ
」満
喫
ツ
ア
ー

新
宿
御
苑
菊
花
壇
と
千
駄
ヶ
谷
富

士
登
山
、
藤
井
五
冠
の
勝
負
メ
シ

10
月
18
日

11
月
10
日　

第
２
弾
が

「
日
帰
り
親
睦

旅
行
」、
今
年

は
バ
ス
旅
行
で

は
な
く
、三
浦
・

三
崎
を
め
ぐ
る

『
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ
ぷ
』
満
喫

ツ
ア
ー
で
す
。

　

10
月
18
日
８
時
に
品
川
駅
集
合
、

電
車
で
三
崎
口
へ
向
い
『
み
さ
き 

ま
ぐ
ろ 

き
っ
ぷ
』
を
つ
か
っ
て
、

気
ま
ま
に
の
ん
び
り
、
食
べ
歩
き

や
見
物
を
し
て
、
ち
ょ
っ
と
遅
め

の
ラ
ン
チ
＆
ビ
ー
ル
、
買
い
物
を

で
、
専
門

部
配
置
な

ど
機
関
に

関
す
る
確

認
を
し
ま

し
た
。

▼
専
門
部
配
置

＊
組
織
共
闘
部

　

丹
野
、
戸
枝
、
岡
澤
、
押
田
、

　

纐
纈

＊
文
化
厚
生
部

　

佐
藤
、
岩
渕
、
山
岸
、
箱
田

▼
企
画
会
議
構
成
員

　

戸
枝
、
箱
田
、
纐
纈

▼
三
役
会
構
成
員

　

丹
野
、
佐
藤
、
戸
枝

　

三
役
以
外
の
企
画
会
議
構
成
員

　

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

今年度新たに幹事に
なった纐纈さん

新宿御苑菊花壇「大作り花壇」
（１本の茎から数百の花が）

 

コ
ロ
ナ
禍
と
行
事

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
急
増
、
東
京

の
感
染
者
数
は
連
日
３
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
重
症
化
リ
ス
ク

は
低
く
、
行
政
は
「
行
動
制
限
」

の
要
請
を
発
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
秋
の

行
事
は
、
行
政
が
「
行
動
制
限
」

を
発
し
な
い
限
り
、
感
染
対
策
に

気
を
付
け
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
換
気
対
策

に
難
点
が
あ
る
清
掃
会
館
で
の
懇

親
会
は
、
感
染
数
が
多
い
状
況
で

は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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第
46
回
組
織
集
会
が
、
108
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
ホ
ス
ト
会

場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
つ
な
ぐ

コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
た
方
式
で
開

催
さ
れ
、
収
集
７
・
運
転
２
・
工

場
１
・
地
連
１
の
11
分
散
会
で
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
討
議
は
、
事
前
に
示
さ

れ
た
テ
ー
マ
を
基
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
活
動
が
停

滞
し
て
い
る
現
状
や
世
代
間
の
意

識
の
相
違
な
ど
、
負
の
側
面
も
真

摯
に
話
し
合
わ
れ
、
悩
み
を
共
有

し
て
次
へ
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

う
姿
勢
が
、
各
分
散
会
の
報
告
か

ら
伺
え
ま
し
た

　

書
記
長
に
よ
る
『
集
会
の
ま
と

め
』
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
創
意

工
夫
し
よ
う
」「
当
面
の
大
き
な
課

題
は
、
全
区
で
の
新
採
獲
得
、
定

年
延
長
に
伴
う
60
歳
超
組
合
員
の

職
務
内
容
の
検
討
、
戸
別
収
集
・

戸
別
訪
問
作
業
の
検
討
、
熱
中
症

対
策
要
求
、
災
害
時
対
応
の
事
前

検
討
な
ど
が
あ
る
。
要
求
前
進
へ

本
部
と
し
て
努
力
し
た
い
」「
今
回

は
、
工
場
分
散
会
、
運
転
分
散
会

を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課

題
を
浮
き
彫
り
に
で
き
た
。
課
題

の
解
決
に
じ
っ
く
り
取
組
み
た
い
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
取

組
み
の
強
化
を
確
認
し
て
終
了
し

ま
し
た
。ガ
ン
バ
レ
！
現
役
世
代
！

箱田修一さん 押田五郎さん　斉藤満さん
小林守さん　岡澤徹さん　

赤山地下壕の芸術的な地層

館山戦争遺跡を説明するスタッフ

館
山
戦
争
遺
跡
を
見
学
し
交
流
を
深
め
る

　

７
月
14
日
、
都
庁
退
親
睦
交
流

会
が
３
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
バ
ス
利
用
を
一

人
二
席
と
し
、
従
来
の
半
数
の
参

加
枠
で
し
た
が
、
館
山
戦
争
遺
跡
、

崖
観
音
大
福
寺
を
見
学
、
海
の
幸

を
堪
能
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、

参
加
者
の
近
況
報
告
な
ど
に
よ
る

交
流
も
行
わ
れ
、
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
の
崖
面
に
埋
め
込
ま
れ
る
よ

う
に
建
て
ら
れ
た
崖
観
音
、
大
福

寺
は
館
山
観
光
の
目
玉
の
一
つ
。

百
段
階
段
を
登
っ
た
先
か
ら
は
鏡

が
浦
の
絶
景
、
大
島
も
く
っ
き
り
。

　

館
山
は
幕
末
期
か
ら
様
々
な
軍

事
拠
点
が
築
か
れ
た
軍
都
、
海
軍

航
空
隊
等
が
置
か
れ
、
複
数
の
地

下
壕
や
掩
体
壕
（
飛
行
機
用
防
空

壕
）
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
戦
争
遺
跡
の
象
徴
的
な
施

設
赤
山
地
下
壕
を
見
学
し
ま
し
た
。

敗
戦
時
、
軍
事
関
連
の
記
録
・
資

料
が
処
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、
謎

も
多
い
の
で
す
が
、
指
令
機
能
の

防
空
壕
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
房
総
は
チ
バ
ニ
ア
ン
な

ど
地
層
研
究
で
も
興
味
深
い
地
域
、

赤
山
地
下
壕
に
現
れ
た
地
層
は
芸

術
的
で
し
た
。
必
見
で
す
。

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
︵
都
庁
退
︶
親
睦
交
流
会

東京清掃
組織集会

Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
�
分
散
会
方
式
で
開
催

現
状
を
見
つ
め
努
力
す
る
姿
勢
が

　

７
月
17
日
、
日
本
教

育
会
館
で
東
京
清
掃
のホスト会場の報告をみつめるサテライト会場

（写真は東京清掃より提供）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
�
工
夫
し
て
開
催

真
摯
で
活
発
な
討
議
展
開

課
題
は
山
積
�
ガ
ン
バ
レ
！
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令和４年１０月１日から、医療機関等の窓口で支払う医療費の自己負担割合が、現行の「１割」また
は「３割」に、新たに「２割」が追加され、「１割」「２割」「３割」の３区分となります。

一定以上所得のある方は、
現役並み所得者を除き、自己負
担割合が「２割」になります。

世帯内に課税所得が28万円以上となる被保険者がいるか

世帯内に被保険者が2人以上いるか

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割 １割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

「年金収入※4+その他の合計所
得金額※5」が

200万円以上か

「年金収入※4+その他の合計所
得金額※5」の

合計が320万円以上か

いる

いる

１人だけ ２人以上

いない

320万円以上320万円未満

２割

200万円以上200万円未満

いない

世帯内に課税所得※1が145万円以上 （現役並み所得者）となる被保険者がいるか※2 ※3

令和３年中の課税所得や年金収入等をもとに、世帯単位で判定します。
※令和４年１０月１日からの自己負担割合は、令和3年中の所得が確定した後、令和４年８月下旬頃から判定を行うことが可能となる

ため、それまでは「自分は２割負担になるのか」等の判定結果についてお問合せいただいてもお答えすることができません。

【自己負担割合判定チャート】

区分 自己負担割合

現役並み所得者※ ３割

一般所得者等 １割

区分 自己負担割合

現役並み所得者※ ３割

一定以上所得のある方 ２割

一般所得者等 １割
※現役並み所得者(3割負担)
の条件は変わりません

令和4年9月30日まで 令和4年10月1日から

※1  「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額(前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、所得控除(基礎控除や社会保険
料控除等)を差し引いた後の金額)です。

※2  昭和20年1月2日以降生まれの被保険者および同一世帯の被保険者については、課税所得145万円以上であっても、「賦課のもととなる所得
金額（総所得金額および山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から地方税法に定める基礎控除額を控除した額）」の
合計額が210万円以下であれば、現役並み所得者の対象外となり、「いない」に進みます。

※3  所得税法上の収入金額が以下の条件を満たす場合は、課税所得145万円以上であっても、基準収入額適用申請により現役並み所得者の対象外
となり、「いない」に進みます。

■被保険者が1人の場合 ⇒383万円未満（世帯内に70～74歳の方がいる場合は、その方との収入合計額が520万円未満）
■被保険者が複数 ⇒収入合計額が520万円未満

※4「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。

※5「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ

一定以上の所得のある方(75歳以上の方等)の
医療費の自己負担割合が変わります

令和４年１０月１日からの自己負担割合の判定方法

【東京都後期高齢者医療広域連合】
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昨
年
の
法
改
悪
に
基
づ
い
て
10

月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
自

己
負
担
率
に
２
割
が
新
設
さ
れ
、

三
段
階
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
３
割
負
担
の
方
を
除
い
て
、

昨
年
の
収
入
が
次
の
場
合
、
自
己

負
担
率
は
２
割
に
な
り
ま
す
。

＊
単
身
世
帯
…
課
税
所
得
28
万
円

　

以
上
か
つ
年
収
200
万
円
以
上

＊
複
数
世
帯
…
世
帯
内
に
課
税
所

　

得
28
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が

　

い
て
、
か
つ
被
保
険
者
の
年
収

　

合
計
が
320
万
円
以
上

　

複
数
世
帯
の
場
合
、
同
じ
年
収

総
額
で
も
１
割
の
ま
ま
の
ケ
ー
ス

と
２
割
に
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き

て
複
雑
で
す
。
４
面
の
チ
ャ
ー
ト

を
見
て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
己
負
担
が
２
割
に
な
る
方
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
３
年
間
、

「
外
来
医
療
負
担
増
加
額
の
上
限
が

１
ヶ
月
あ
た
り
３
千
円
ま
で
」
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
１
ヶ
月
の

通
院
医
療
費
が
５
万
円
の
場
合
、

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2022 年８月

負
担
割
合
２
割
だ
と
窓
口
支
払
額

は
１
万
円
に
な
り
ま
す
が
、
負
担

割
合
が
１
割
の
ま
ま
な
ら
窓
口
支

払
額
は
５
千
円
な
の
で
、
負
担
増

は
５
千
円
で
す
。
こ
の
負
担
増
を

３
千
円
に
抑
え
る
と
い
う
仕
組
み

で
、
２
千
円
が
払
戻
し
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
医
療

費
は
増
え
ま
す
か
ら
、
２
割
負
担

は
生
活
を
直
撃
し
ま
す
。
２
割
負

担
化
を
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」

と
称
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
措
置

に
よ
る
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担

軽
減
は
年
700
円
未
満
で
す
。
保
険

料
を
負
担
す
る
企
業
と
税
金
の
導

入
額
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

厚
労
省
は
、
２
割
負
担
に
伴
う

「
受
診
控
え
」
に
よ
り
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
は
年
間
で
１
千
億
円
近

く
下
が
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

「
受
診
控
え
」
が
重
症
化
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
健
康
に

与
え
る
影
響
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

10
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
費
自
己
負
担
２
割

ン
さ
せ
、
負
担
割
合

を
１
割
に
戻
さ
せ
る

取
組
み
が
必
要
で
す
。

夫
婦
の
年
収
に
よ
り
負
担
率
変
化

激
変
緩
和
措
置
は
３
年
間
だ
け

自
己
負
担
率
を
１
割
に
戻
せ
！

　
「
一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
、

権
利
は
譲
れ
な
い
」、
東
京
総
行
動

が
、
６
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で

の
一
日
行
動
で
は
き
つ
い
の
で
、

会
員
各
自
が
重
視
し
た
い
行
動
へ

ス
ポ
ッ
ト
的
に
参
加
で
き
る
方
式

を
今
回
か
ら
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

上
智
大
学
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

　

よ
る
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

雇
撤
回
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
国
際
機
関
の
勧
告
を

　

守
り
、
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
が
組
合
潰

し
を
目
的
に
237
名
を
不
当
解
雇
し

て
か
ら
20
年
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労

働
機
関
）
の
「
解
雇
不
当
」
な
ど

国
際
機
関
の
勧
告
を
無
視
し
続
け
、

謝
罪
す
ら
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
が
世
界
的
企
業
を
自
負

す
る
な
ら
ば
、
国
際
基
準
に
則
し

て
労
働
者
の
権
利
を
守
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ト
ヨ
タ
は
解
雇
を
撤

回
し
、
謝
罪
し
ろ
！ る

取
組
み
が
行

わ
れ
、「
不
当
解

　

上
智
大
学
は
、

ク
ッ
キ
・
チ
ュ
ー

先
生
を
パ
ワ
ハ

ラ
の
末
、
不
当

解
雇
し
、
団
交

や
裁
判
で
不
誠

実
な
態
度
に
終

始
し
て
い
ま
す
。「
上
智
大
学
は
不

当
解
雇
を
撤
回
し
、
謝
罪
し
ろ
！
」

と
、
登
校
す
る
学
生
た
ち
が
注
目

す
る
中
、
訴
え
ま
し
た
。

　

サ
ン
ケ
ン
の
不
当
解
雇
撤
回
へ

　

東
京
事
務
所
前
で
集
中
的
訴
え

　

サ
ン
ケ
ン
本
社
に
よ
る
労
組
を

忌
避
し
た
韓
国
子
会
社
の
廃
業
・

全
組
合
員
解
雇
に
抗
し
た
韓
国
現

地
の
闘
い
が
、
い
の
ち
を
賭
け
た

ハ
ン
ス
ト
に
突
入
し
た
中
、
サ
ン

ケ
ン
東
京
事
務
所
前
で
、
連
帯
す

不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！
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Ｊ
Ａ
Ｌ
２
労
組
（
客
室
乗
務
員
組
合
と

乗
員
組
合
）
は
、
７
月
13
日
に
日
本
航

空
と
の
間
で
「
争
議
終
結
の
『
合
意
書
』」

を
締
結
し
、
両
労
組
の
11
年
７
カ
月
に
及

ぶ
闘
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

Ｌ
被
解
雇
者
労
組
（
Ｊ
Ｈ
Ｕ
）
は
、
両
労

組
の
合
意
内
容
「『
業
務
委
託
契
約
』
に

よ
る
職
務
提
供
」
は
「
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方
」
で
あ
り
、
納
得
で
き
な
い
と
し

て
、
継
続
闘
争
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
Ｊ
Ｈ
Ｕ
単
独
の

闘
い
に
な
り
ま
す
。
こ
の
闘
い
の
支
援
の

仕
方
は
、
全
労
協
や
東
京
清
掃
の
考
え
方

を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
は
、
６
月
24
日

の
サ
ン
ケ
ン
電
気
株
主
総
会
前
ま
で
の

解
決
を
目
指
し
、
６
月
22
日
か
ら
、
病

気
治
療
中
の
者
を
除
く
全
員
に
よ
る
無

期
限
ハ
ン
ス
ト
に
突
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ス
ト
14
日
目
の
７
月
５
日
、
労

使
合
意
を
勝
ち
取
り
、
闘
争
を
終
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
日
本
に
お
け

る
支
援
活
動
も
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
意
内
容
は
不
十
分
な
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
世
界
的
大
企
業
と
韓
国

財
閥
に
果
敢
に
挑
ん
だ
極
限
ま
で
の
闘

い
は
、
私
た
ち
日
本
の
労
働
者
を
鼓
舞

し
続
け
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
あ
れ
関
わ

れ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ＪＡＬ２労組は解雇争議解決　
ＪＡＬ被解雇者労組は闘争継続

韓国サンケン労組ハンスト
14日目に労使合意、闘争終結

　

参
院
選
が
終
っ
て
か
ら
初
め
て

の
『
総
が
か
り
19
日
行
動
』
が
、

７
月
19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
や
立
憲
野
党
は
、「
立
憲

主
義
・
民
主
主
義
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
安
倍
の
国
葬
は
断
じ
て
認

め
が
た
い
。
国
葬
を
機
に
国
民
支

配
を
強
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
感

じ
ら
れ
、
危
険
だ
」「
参
議
院
選

は
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
」「
改
憲
発
議
・
軍
拡
路
線

と
対
決
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

沖
縄
か
ら
、『
辺
野
古
新
基
地
を

和
の
島
を
次
世
代
に
残
し
た
い
」

と
、
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相

談
会
』
か
ら
、
７
月
１
～
２
日
に

文
京
区
の
後
援
を
受
け
て
行
わ
れ

た
相
談
会
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
貧
困
に
喘
ぐ
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
や
高
齢
の
低
年
金
者
、
派
遣

切
り
さ
れ
た
女
性
労
働
者
の
悲
惨

な
実
態
が
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
、「
貧

困
が
固
定
化
し
て
い
る
」
と
、
警

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
憲
発
議
が
具
体
的
危
険
と
し

て
語
ら
れ
る
状
況
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
共
闘
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

造
ら
せ
な
い
オ
ー

ル
沖
縄
会
議
』
の

福
元
事
務
局
長

が
電
話
で
発
言
、

「
日
米
地
位
協
定

で
基
地
が
固
定
化

さ
れ
、
沖
縄
の
未

来
が
奪
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
新

基
地
建
設
に
反
対

し
、
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
平

安倍の国葬反対！立
憲
野
党
が
安
倍
国
葬
反
対
表
明

基
地
を
な
く
し
沖
縄
を
平
和
な
島
に

深
刻
な
女
性
の
貧
困
固
定
化

改
憲
発
議
阻
止
へ
力
を
結
集


